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このページは皆さんからの

情報で作られています。

どのような情報でもすぐに

かけつけます。

お気軽にご連絡ください。

まちづくり政策課政策調整係☎４８２-２９１３（課直通）

　川湯地区の放課後児
童クラブ「わんぱくクラ
ブ」の皆さんが11月16日、
川湯エコミュージアム
センターで焼き芋作り
体験を行いました。

　秋の恒例行事として毎年行われているもので、この日は
約30人が参加。同センターには実際にまきを燃やす暖炉が
あり、子どもたちはアルミホイルで包んだサツマイモやジ
ャガイモを暖炉へ入れました。焼き上がる間は館内の展示
を見たり、クイズに挑戦したり、外遊びで身体を動かすなど
して過ごし、お腹をすかせてから試食。おいしく焼き上がっ
たイモを頬張ると笑顔が弾け、大満足の様子でした。

11月16日

エコミュージアムセンターの暖炉が大人気

わんぱくクラブが焼き芋作り

　聖月流日本吟剣詩舞
道会川湯支部（松谷幹子
支部長）の皆さんが11月
15日、第10回北海道文
化団体協議会奨励賞を
受賞しました。
　同賞は、地域の文化

振興に功績のあった団体を同協議会が表彰するものです。
同会は1986年設立。伝統文化である詩舞の伝承・普及に務め、
地域の文化活動の中心的役割を担ってきました。特に子ど
もたちの指導と育成に力を注ぎ、現在も大人の会員のほか
10人の子どもたちが、毎週お稽古に励んでいます。こうした
活動が評価され、今回の受賞となりました。　

第10回北海道文化団体協議会奨励賞

聖月流日本吟剣詩舞道会川湯支部が受賞

　弟子屈高校（木村浩
士校長）で11月16日、和
歌山大学観光学部の
学生による観光の授
業が行われました。
　高大連携事業の一

環。毎年、全国高校生観光プランコンテストに挑戦するなど、
地域の観光について学んでいる同校において、来年のプラ
ン作成の参考になればと行われたもので、２年生が受講し
ました。学生たちは、９月に幕別町で行った観光資源調査の
事例を発表。「地域の自然や地元に住む人たちが観光資源」
「自分が住む地域のことを知ってほしい」と強調。高校生からは
多くの質問が出され、活発な意見交換が行われました。

弟子屈の観光資源をあらためて知る

弟子屈高校生で和歌山大学生が観光の授業
聖
月
流
で
詩
舞
を
学
ぶ
子
ど
も
た
ち

暖
炉
で
焼
い
た
お
芋
お
い
し
い
ね

11月16日 11月15日

　平成27年度「目で見る
北方領土」視察研修（公益
社団法人北方領土復帰
期成同盟釧路地方支部・
町共催）が11月17日に行
われました。

　天候にも恵まれた中、町民の皆さん29人が参加し、根室市
を訪問。北方四島交流センター「ニ・ホ・ロ」を見学した後、納沙
布岬から北方四島を望みました。北方館「望郷の家」では、北
方四島の自然や領土問題について理解を深めました。参加
者の皆さんからは「北海道から3.7キロと最も近い歯舞群島の
貝殻島も占領下にあり、憤りを感じる」などの声もあり、北
方領土返還運動の必要性をあらためて感じたようでした。

11月17日

事
例
発
表
を
行
う
和
歌
山
大
生

北
方
領
土
の
近
さ
に
驚
く
参
加
者

　「福祉センターに座
敷用椅子を贈る会（竹内
勲代表）」の皆さんが11
月11日、社会老人福祉
センターに座敷用椅子
30脚と壁かけ時計を寄
贈されました。

　高齢者の方など和室で座ることが困難な方に、より快適
で便利に同センターを利用してほしいと、有志で会をつく
り、多くの皆さんに寄付を募って寄贈されたもの。賛同され
た105人の方から121,140円の寄附が寄せられました。
　竹内代表は「幅広い年齢の方に活用してもらえるとうれし
い」と話しています。

11月11日

福祉センターで活用してほしい

有志の会が寄附募り座敷用椅子を寄贈
座
敷
用
椅
子
を
手
渡
す
竹
内
代
表（
右
）

領土問題を再認識

「目で見る北方領土」視察研修

弟子屈警察署
所在地交番

☎４８２‐２１１０

川湯駐在所

☎４８３‐２１５１

ストップ・ザ・交通事故
目指せ安心で安全な北海道

▼
余
裕
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持
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目
的
地
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道
路
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況
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前
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間
に
余
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を
持
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出
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し
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う
。

▼
車
間
距
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２
倍
以
上
！
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追
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▼「
急
」の
つ
く
運
転
操
作
を
し
な
い
！
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急
発
進
、
急
加
速
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急
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ン
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リ
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で
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に
合
わ
せ
た
運
転
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

 

▼
交
差
点
に
注
意
！   
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交
差
点
は
、
雪
山
で
見
通
し
が
悪
く
な
っ
て
い
ま

す
。徐
行
や
安
全
確
認

を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

▼
悪
天
候
に
注
意
！
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吹
雪
や
大
雪
な
ど
の
悪

天
候
時
に
は
、吹
き
だ
ま

り
や
視
界
不
良
に
よ
る

立
ち
往
生
な
ど
の
危
険

が
伴
い
ま
す
。不
要
な
外

出
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

自動車運転免許
更新時講習

期日／１月20日㈬
場所／町公民館

▼優良講習／11時30分

▼一般講習／13時

▼違反講習／９時

▼初回講習／14時30分
※�講習は、警察署で免許更新の
手続きを済ませた後に受講し
てください。

弟子屈警察署ホームページ　http://www.teshikaga-syo.police.pref.hokkaido.jp

暴風雪災害に注意！
　

例
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発
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て
い
ま
す
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す
る
と
き
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え
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ま
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外
出
す
る
前
に
、
天
気
予
報
を
必
ず
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

▼�

車
内
ラ
ジ
オ
、
携
帯
電
話
な
ど
で
情
報

収
集
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
（
通
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止
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や
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報
の
確
認
な
ど
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万
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え
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コ
ッ
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や
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・
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飲
み
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や
非
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食
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ど
を
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お
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。
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運
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近
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待
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車
が
立
ち
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生
し
て
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ま
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サ
ー
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▼
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え
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し
ょ
う
。

交番だより　平成２8年１月号

緊急通報は110番 相談電話は#9110
　

１
１
０
番
は
、
事
件
・
事
故
な
ど
が
発

生
し
た
場
合
に
警
察
へ
通
報
す
る
た
め

の
緊
急
電
話
で
す
。

　

１
１
０
番
に
出
た
警
察
官
が
、
事
件
・

事
故
の
内
容
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を

質
問
す
る
の
で
、慌
て
ず
、落
ち
着
い
て
、

正
し
く
答
え
て
く
だ
さ
い
。

　

急
を
要
し
な
い
相
談
や
照
会
な
ど
は
、

警
察
相
談
専
用
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話
＃
９
１
１
０
、ま
た

は
最
寄
り
の
警
察
署
や
交
番
、駐
在
所
な

ど
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

あけまして
おめでとう
ございます

　

昨
年
も
、警
察
活
動
に
対
す
る

ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
い

た
こ
と
に
、深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。今
年
も
署
員
が
一
丸
と
な

り
、地
域
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
犯
罪
や
事
故
の
な
い

弟
子
屈
町
の
実
現
に
向
け
、一
層

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
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　おひさま保育
園（元山久美子園
長）に12月７日、
木の枠に木製の
玉を敷き詰めた
木のプールが設
置されました。
　木製の玉に使
われているのは、

町内産のシラカバ。長さ５センチほどの転がりにくい楕円
形で、　玉あります。釧路信用金庫創業90周年記念事業の一
環で贈られたもので、園児が遊ぶのはもちろん、町が進める
木育にも活用されます。

木育に役立てて

おひさま保育園に木のプール

12月７日

　町学校給食センター
主催の給食試食会が12
月17日、弟子屈中学校
で開催されました。
　児童・生徒が普段食
べている学校給食を一

般の方にも知ってほしいと開催されたもので、17人が参加
しました。同センターや学校給食についての説明を受けた後、
いよいよ試食。メニューはポークカレー、バナナのカスタード
クリームあえ、牛乳で、皆さんはおいしそうに味わっていまし
た。添加物や加工品をなるべく使わないなど食材の吟味はも
ちろん、手作りにもこだわっている給食は、カスタードクリー
ムも手作りと聞き、参加者の皆さんは驚いていたようでした。

12月17日

子どもたちのため安心・安全・味にこだわり

初めての給食試食会

　町公民館
和琴分館事
業「そば打ち
体験」が12月
12日、屈斜路
研修センタ
ーで開催さ
れました。
　屈斜路自

治会の皆さんの世代間交流を目的に行われたもので、お子
さんからお年寄りの方まで35人が参加。同自治会の３人の
そば打ち名人の指導の下、地元産の摩周そばの粉を使って
そば打ちに挑戦しました。

12月12日

名
人
の
丁
寧
な
指
導
を
受
け
な
が
ら
そ
ば
打
ち

このページは皆さんからの

情報で作られています。

どのような情報でもすぐに

かけつけます。

お気軽にご連絡ください。

まちづくり政策課政策調整係☎４８２-２９１３（課直通）

　町内５つの小学校の
１、２年生が集まり、お
店屋さんごっこを楽し
む合同生活科「ましゅうラ
ンド」が11月27日、弟子屈
小学校で行われました。
　生活科の授業の一環。

コミュニケーションの大切さを学び、自らの成長を味わう
ことを目的に、毎年行われています。児童はグループに分か
れて、魚釣りやパラシュート落としなどのゲームのお店を
開店。招待された町内の保育園・幼稚園児がお客さんとなり、
各お店を回りました。ゲームの内容は児童が考えて準備し
たほか、当日は園児を相手に接客も行いました。

11月27日

小学生が手づくりの催しに園児を招待

合同生活科「ましゅうランド」

　南弟子屈地域活
性化協議会（小澤重
則会長）の第６回
ワーキンググルー
プ会議が11月24日、
旧昭栄小学校で開
催されました。

　同協議会は５月設立。地域の活力とコミュニティーの核
を担ってきた昭栄小学校の閉校を受け、地域ぐるみでのま
ちづくりを進めようと設立されたものです。今回のワーキ
ンググループ会議には約20人が参加。過去５回のワーキン
ググループ会議で話し合った地域の課題や目指すべき将来
像をもとに、将来ビジョン案について意見を交わしました。

地域が目指すべき姿について意見交換

南弟子屈地域活性化協議会で６回目の会議

　美留和小学校（榊
勉校長）の児童と保護
者の皆さん約20人が
11月24日、昭和基地
に滞在する南極観

測隊員の高橋学察さんとインターネットで交流しました。
　同校ＰＴＡの橋田真澄さんが高橋さんと交友があり、実
現したものです。高橋さんは中標津保健所勤務で、2014年12
月から第56次観測隊として南極に滞在。滞在は2016年２月
までの予定で、野外観測の支援業務を行っています。髙橋さ
んは画面を通じて、基地周辺の様子や基地内の施設などを
紹介。オーロラなどについても説明したほか、南極での生活
など児童からの質問にも丁寧に答えていました。

インターネットで越冬隊員と交流

美留和小児童が南極について学ぶ
活
発
に
意
見
交
換
を
す
る
メ
ン
バ
ー

趣
向
を
凝
ら
し
た
ゲ
ー
ム
屋
さ
ん

11月24日 11月24日

　弟子屈高校（木村浩士校長）
３年の齊藤春佳さんが、釧路
教育局が行う釧路管内「北海
道学び推進月間」標語で奨励
賞を受賞しました。贈呈式は
12月３日、同校で行われ、同

局の青野努次長が齊藤さんに表彰状を手渡しました。
　北海道教育委員会では、４月と11月を「北海道学び推進月
間」に指定。啓発活動の一環で標語の募集も行っています。釧
路管内では小学生181点、高校生386点の応募があり、齊藤さ
んの作品を含め４点が入賞しました。齊藤さんの作品は
「『学びたい』　そこから始まる　夢がある」。齊藤さんは「標語
に託した思いがみんなに伝わればうれしい」と話しています。

567点から選ばれた４点の一つに

弟高の齊藤春佳さんが標語で奨励賞受賞

　奥春別小学校（中
村凉子校長）の皆さ
んが、第２回全国小
学校ラジオ体操コ
ンクール（かんぽ生

命保険主催）で奨励賞を受賞しました。贈呈式は11月27日、同
校で行われ、同保険帯広支店の西山英児業務部長から、児童
会長の岡本響哉君（６年）に表彰状が手渡されました。
　コンクールはラジオ体操の普及と健康増進が目的で、今回
は全国から約450チームが参加。体操の様子を撮影した動画
で審査が行われ、道内からは同校含め２校が入賞しました。
同校では、釧路市ラジオ体操連盟理事を務める中村校長の指
導も受け、日頃から正しいラジオ体操に取り組んでいます。

表
彰
状
を
受
け
取
る
齊
藤
さ
ん（
左
）

11月27日

画
面
に
見
入
る
参
加
者

　町と生活協同組合コープ
さっぽろの、高齢者等の地域
見守り活動協定締結式が12
月４日役場で行われ、德永町
長と同社の中島則裕専務理
事が協定書を交わしました。

　同社では、毎週同じ曜日に同じ担当者が組合員の自宅ま
で商品を届ける宅配システム「トドック」を活用し、高齢者の
見守りを行う協定を道内各自治体と結んでいます。町との
協定は道内123番目、釧路管内では釧路市、釧路町、白糠町に
次いで４番目です。今後は協定に基づき、配達先で異変や事
故を確認した際は、速やかに町に連絡するなどの活動を行
います。

高齢者の見守り活動で連携

町とコープさっぽろが協定を締結
協
定
書
を
手
に

贈
呈
式
を
終
え
て

12月４日

　国民参政125周年・普通
選挙90周年・婦人参政70周
年記念における選挙関係
功労者表彰で、町選挙管理
委員長の早川鶴松さん（82

歳・札友内）に総務大臣感謝状が贈られました。贈呈式は12月
２日、役場で行われ、北海道選挙管理委員会事務局釧路支所
の木戸正典参事から早川さんに感謝状が手渡されました。
　表彰は、初めて国民が国政に参加した第１回衆議院議員総選
挙から125年など節目の年を迎えたことに合わせ、民主政治の確
立と選挙の啓発運動に功績があった方をたたえるもの。早川さ
んは2000年に町選挙管理委員に選任され、2002年からは同委
員長。選挙啓発に長く尽力したとして、今回の受賞となりました。

12月２日

長きにわたり選挙の啓発に尽力

早川鶴松さんに総務大臣感謝状
喜
び
の
早
川
さ
ん（
左
か
ら
３
人
目
）

　自然写真家の水越武さん
（77歳・屈斜路）が11月18日、文
化庁の平成27年度地域文化
功労者表彰を受けました。
　この表彰は、地域文化の振
興に功績のあった個人や団
体を文部科学大臣がたたえ

るもの。国内外の山岳を中心とした自然写真で知られる水
越さんは、1999年に第18回土門拳賞、2008年に芸術選奨文
部科学大臣賞、2013年に北海道文化賞など受賞歴も多数。ま
た、地域のフォトコンテストの審査員を務めるなどの活動
が評価され、今回の受賞となりました。道内からの受賞者
は、水越さんを含め２人だけです。

11月18日

写真家として地域文化の振興に貢献

水越武さんに地域文化功労者表彰
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みんなで正しい体操ができました

奥春別小が全国ラジオ体操コンクールで奨励賞
地元の名人が講師です

屈斜路自治会でそば打ち体験
昔
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12月３日
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